
【資料２】　カリキュラム・マップ

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

◎ブッダの教え ◎法然上人の思想と生涯

◎総合基礎演習Ⅰ ◎総合基礎演習Ⅱ

◎英語Ⅰ ◎英語Ⅱ 中国語Ⅰ 中国語Ⅱ

◎英語コミュニケーションⅠ ◎英語コミュニケーションⅡ

◎健康スポーツ科学Ⅰ ◎健康スポーツ科学Ⅱ

日本語表現法

◎人権と社会 くらしと法律（日本国憲法） ジェンダー論

こころの科学 京都の歴史

自然科学Ⅱ（生物） 自然科学Ⅰ（化学）

社会学概論 消費者教育

国際理解 産官学連携実践 インターンシップ

◎情報処理

◎日本文化総論Ⅰ ◎日本文化総論Ⅱ ◎国文学概論 ◎日本史概説

◎日本文化学演習Ⅰ ◎日本文化学演習Ⅱ ◎文献講読 ◎卒業演習 ◎卒業演習 ◎卒業演習

◎地域文化論 ◎京都文化論

◎キャリア教育

日本文化学特講Ⅰ

仏教文化史 仏教文化演習

観光文化フィールドワーク 京都の歴史学 寺社の歴史

芸能文化史 芸能文化演習 芸能文化フィールドワーク

服飾文化史 アジアの歴史と文化

日本文化学特講Ⅱ

日本語史 国語学Ⅰ 国語学Ⅱ 書道Ⅰ 書道Ⅱ

日本文学概論Ⅰ 日本文学概論Ⅱ 児童文化

日本文学史 日本文化と英語

日本文化学特講Ⅲ

京都と文学（古典） 京都と文学（近現代）

京都文化演習 京都文化フィールドワーク

京都の祭礼・年中行事 京都の美術史 京都の文化財 京都の伝統工芸

京都観光論 茶道・華道・香道

日本文化学特講Ⅳ

風土と文化 比較文化論

和食学 和食の基礎 和食と環境 和食文化演習

地域文化演習 民俗文化 民俗文化演習

マンガ・アニメ・ゲーム文化 サブカルチャー デジタルプレゼンテーション

循環型社会論 多文化共生論 男女共同参画社会論

コミュニケーション論入門 コミュニケーションと心理

住居文化 日本文化特講Ⅴ

教育の基礎と制度（中高・栄養） 教職論（中高・栄養） 特別支援教育（中高・栄養） 総合的な学習の時間（中高・栄養） 教育心理学（中高・栄養） 教育相談（中高・栄養）

道徳教育論（中・栄養）
教育の方法と技術（ICT活用含む）（幼・

小・中高・栄養）
特別活動（中高・栄養）

教育課程総論（中高・栄養）

生徒・進路指導論（中高）

日本語文法 漢文学Ⅰ 漢文学Ⅱ 古典文学講読

中等教科教育法Ⅰ（国語） 中等教科教育法Ⅱ（国語） 中等教科教育法Ⅳ（国語）

中等教科教育法Ⅲ（国語）

教育実習事前・事後指導（国語） 教育実習事前・事後指導（国語） 教職実践演習（国語）

教育実習Ⅰ（国語）

教育実習Ⅱ（国語）

図書館概論 図書館サービス概論 図書館基礎特論 図書館制度・経営論 情報資源組織演習

情報サービス論 図書館情報技術論

児童サービス論 情報サービス演習

図書館情報資源概論

情報資源組織論

図書・図書館史

生涯学習論 博物館概論 博物館資料論 博物館展示論 博物館経営論 博物館実習

博物館教育論 博物館資料保存論 博物館情報・メディア論

④学部必修科目は、日本文化の専門的知

識やコミュニケーション能力、問題解決

能力を修めるために、「地域文化論」

「京都文化論」「キャリア教育」「文 献

講読」「日本文化学演習Ⅰ」「日本文化

学演習Ⅱ」「卒業演習」を必修科目とす

る。

③学部基幹科目は、日本文化の基礎的知

識を修めるために、「日本文化総論Ⅰ」

「日本文化総論Ⅱ」「国文学概論」「日

本史概説」の4科目を必修科目とする。

科目区分 1回生 2回生

免

許

資

格

科

目

（知識・技能）

③京都文化や和食文化に関する知識を

有し、地域社会の変化に対応する的確

な分析力を有している。

養成する人材

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー

日本文化学部では、多様な日本文化を創造、発展、継承させてきた国際都市・京都において蓄積された文化資源を活用して、日本文化を構成する歴史文化、表現文化、京都文化、地域・和食文化、現代文化などの専門的な知識と日本文化を深く探求する力や新しい文化創造に寄与する能力を修得し、グローバル

化、情報化、少子高齢化の進展にともない、人々の価値観や生活様式が多様化している現代社会において共有される考え方や価値基準の体系である文化に触れ、多文化・多様性を理解し価値観を尊重する豊かな人間性と、提案力・実行力などのソフトスキルを備えた職業人として、社会に貢献できる資質・能力を

備えた人材を養成します。

②基本科目は、幅広い教養を身につけ、

多様な価値観を尊重する豊かな人間性を

涵養するために、語学・スポーツ科学・

人権・情報の科目を配置して必修科目と

するほか、自然科学・社会学・人文学・

キャリア形成等の科目を配置する。

①総合科目は、建学の精神を学び学習の

基盤を形成するために、「ブッダの教

え」「法然上人の思想と生涯」「総合基

礎演習Ⅰ」「総合基礎演習Ⅱ」の4科目

を必修科目とする。

3回生 4回生

（主体性・協働性）

⑤生涯にわたって自律的に問題意識を

もち、社会に貢献するために他者と協

働することができる。

現

代

文

化

科

目

群

⑤選択科目は、日本文化の専門的知識を

基に、新たな文化の創造に寄与する分析

力や総合的な思考・判断力を培うため

に、歴史文化、表現文化、京都文化、地

域・和食文化、現代文化等の各科目に加

え、関係の演習授業やフィールドワーク

等実践型の科目を配置する。

必修科目・・・◎

総

合

科

目

（知識・技能）

①語学や社会学、健康科学などの幅広

い教養を身につけ、多文化を相互に理

解し、多様な価値観を尊重することが

できる。

基
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目

発

展

科

目

学部基幹科目

学

部
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修

科

目

歴
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目

群

表

現

文

化

科
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群

京

都

文

化

科

目

群

地

域

・

和

食

文

化

科

目

群

（知識・技能）

②日本の宗教文化や芸能文化及び文学

に関する知識を有し、思想と言語表現

の成り立ちが理解できる。

（思考力・判断力・表現力）

④文化に関する諸課題を解決するため

の実践的なコミュニケーション能力と

発信力を有している。


